
九　
（
一
）
両
宮
形
文
深
釈
　
り
ょ
う
ぐ
う
ぎ
ょ
う
も
ん
し
ん
し
ゃ
く

　
（
二
）
神
代
本
縁
深
釈
　
じ
ん
だ
い
ほ
ん
え
ん
し
ん
し
ゃ
く

　
（
三
）
神
法
楽
観
解
深
法
　
じ
ん
ぽ
う
ら
く
か
ん
げ
し
ん
ぽ
う

　
図
書
館
所
蔵
、
河
野
文
庫
一
一
一
号
。
写
本
三
冊
。
三

冊
同
体
裁
、
線
装
本
四
ツ
目
綴
。
藍
色
表
紙
。
縦
二
六
・

八
糎
、
横
一
九
・
〇
糎
。
本
文
料
紙
、
楮
紙
。

（
一
）
表
紙
題
簽
に
「
兩
宮
形
文
深
釈
」
と
墨
書
。
本
文
墨

付
十
二
丁
。
本
文
巻
頭
に
「
兩
宮
形
文
深
釋
上

、
大
日
沙
門

撰
」
と
あ
り
、
本
文
首
葉
に
「
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
」「
阿

波
國
文
庫
」
「
不
忍
文
庫
」
「
紫
雲
文
庫
」
の
印
記
あ
り
。

　
本
文
は
「
天
平
十
四
季
十
一
月
二
日
、
右
大
臣
正
二
位

橘
朝
臣
諸
兄
云
々
」
で
は
じ
ま
り
、
書
止
は
「
心
平
等
ヲ

無

相
至
極
、
心
垂
跡
浄
心
地
、
諸
佛
為
上
主
、
本
来
無
作
佛
、

自
澄
大
覚
位
、
／
天
長
十
年
八
月
十
三
日
／
兩
宮
形
文
深

釋
上

、
大
日
沙
門
空
海
撰
」
と
あ
る
。
訓
点
・
連
続
符
は
本

文
と
同
筆
。

　
本
書
の
成
立
は
、
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
成
立
の
『
類

聚
神
祇
本
源
』
に
引
用
が
見
え
、
上
限
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
。
「
形
文
」
と
は
、
神
宮
内
外
両
宮
本
殿
の
妻

飾
り
に
付
さ
れ
た
文
様
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て

神
宮
の
神
秘
説
を
説
い
た
も
の
（
伊
藤
聡
氏
）
。

（
二
）
表
紙
題
簽
に
「
神
代
本
縁
深
釈
」
と
墨
書
。
本
文
墨

付
六
丁
。
本
文
巻
頭
「
神
代
本
縁
深
釋
中

／
法
界
原
書
ノ
建

／
大
虚
空
宮
離
国
、
毘
廬
舎
那
如
来
、
云
々
」
で
始
ま
り
、

「
神
代
本
縁
深
釋
中
、

空
海
撰
」
で
終
わ
る
。

　
本
書
の
概
要
は
天
神
七
代
を
五
輪
に
配
し
、
各
梵
号
・

密
号
・
神
号
・
真
言
を
列
記
し
た
も
の
。

（
三
）
表
紙
題
簽
に
「
神
法
楽
観
解
神
法
」
と
墨
書
。
本
文

墨
付
六
丁
。
本
文
巻
頭
「
神
法
樂
觀
解
深
法
巻
下

　
　

／
大
神
法

法
楽
法
、
云
々
」
で
始
ま
り
、
「
神
法
樂
觀
解
深
法
巻
下
、

　
　

空

海
撰
」
で
終
わ
る
。

　
本
書
の
概
要
は
、
神
前
に
お
い
て
行
わ
れ
る
観
想
法
を

記
し
た
も
の
で
、
前
半
は
「
奉
向
宝
殿
、
観
想
セ
ヨ

下
　

實
相
真

如
宝
荘
厳
浄
土
ト上

」
、
後
半
は
「
神
道
観
」
と
し
て
、
外
宮

を
五
輪
形
と
観
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
氏
に
よ
る
と
、

真
福
寺
に
「
嘉
暦
二
年
正
月
十
八
日
」
の
年
紀
を
有
す
る

古
写
一
本
が
あ
る
と
い
う
。

※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
三
冊
共
に
「
空
海
撰
」
と
あ
る
が
、
後
世
の
仮
託
。

　
（
一
）
（
二
）
が
密
教
に
お
け
る
神
道
解
釈
上
の
教
理
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
（
三
）
は
そ
の
実
践
と
し

て
の
観
想
法
を
記
し
た
も
の
と
な
る
。

　
伊
藤
聡
氏
の
真
福
寺
本
の
解
題
に
よ
る
と
、
こ
の
河
野

本
を
加
え
て
伝
本
は
十
八
本
に
な
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
は
、

二
巻
本
、
三
巻
本
に
分
け
ら
れ
、
河
野
本
は
三
巻
本
に
相

当
す
る
も
の
と
な
る
。

　
（
三
）
の
書
写
記
文
か
ら
は
、
室
町
前
期
に
神
宮
内
宮
の

荒
木
田
氏
（
匡
興
・
守
晨
）
と
、
そ
こ
か
ら
の
出
身
の
僧

侶
（
春
瑜
）
な
ど
の
間
で
授
受
と
書
写
が
繰
り
返
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
、
両
部
神
道
と
伊
勢
神
道
と
の
深
い
繋
が

り
が
う
か
が
え
る
。

（
宍
戸
忠
男
）

【
所
収
本
】

『
弘
法
大
師
全
集
』
五
輯
（
吉
川
弘
文
館
）
に
（
一
）（
二
）

の
み
所
収
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

真
福
寺
本
は
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
六
巻
　
両
部
神
道
集
』

（
臨
川
書
店
）
所
収
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）

【
参
考
文
献
】

右
所
収
本
の
解
題
（
伊
藤
聡
執
筆
）

門
屋
温
「
伊
勢
「
御
形
文
」
考
│
『
両
宮
形
文
深
釈
』

を
め
ぐ
っ
て
│
」
菅
原
信
海
編
『
神
仏
習
合
思
想
の
展

開
』
汲
古
書
院
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）

伊
藤
聡
「
或
呪
歌
の
変
遷
を
巡
っ
て
」『
説
話
文
学
研
究
』

三
十
二
号
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
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オ
コ
リ

（

一

三

二

七

）

（
一
）
両
宮
形
文
深
釈


